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High-Precision
High-Reliance
高精度・高信頼性で
各方面のニーズにお応えする
ヒイラギのエネルギーシステム

屋外タンク

HSOTシリーズ

地下タンク

HMシリーズ

送油ユニット

PUシリーズ

ポンプ制御ユニット

B-3シリーズ

サービスタンク
中継タンクシリーズ

オイルタンクユニット

KTシリーズ
（少量危険物タンク対応）

キュービクル式タンクユニット

KTYシリーズ
（少量危険物タンク対応）

発電設備 など

ボイラー・炉 など
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A B
保有空地を含んだ
占有エリアの直径 敷地内距離

防油堤

敷地境界線

保安物件

保有空地
3m以上

保安
距離

4m
以上

防油堤は構内道路に面する

（　　　　　　　）巾4m程度以上を目安に
車両侵入が可能であること

※1　イニシャルコストは同容量当社地下タンクと比較、ランニン
グコストは法定定期点検不要による。

※2　ＨＳＯＴ－２０以下のタンクを屋内タンクとして使用できます。
※3　本タンクが少量危険物タンクとなる場合は、該当しません。
※ 参考図として取扱下さい。別に強度等検討願います。

HSOTシリーズ

寸法表 単位：mm

屋外タンク

●　大容量なので燃料コスト低減
●　イニシャルコスト・ランニングコストに貢献※1

●　屋内タンクとしても使用できます※2

HSOT-1
HSOT-1.8
HSOT-2
HSOT-3
HSOT-4
HSOT-5
HSOT-6
HSOT-8
HSOT-10
HSOT-12
HSOT-15
HSOT-16
HSOT-18
HSOT-20
HSOT-22
HSOT-25
HSOT-28
HSOT-30

980
1,800
1,980
3,000
4,000
5,000
6,000
8,000
9,800
12,000
15,000
16,000
18,000
19,800
22,000
25,000
28,000
30,000

930
1,160
1,160
1,400
1,500
1,600
1,740
1,900
1,940
2,184
2,420
2,420
2,420
2,420
2,715
2,715
2,715
2,900

1,524
1,829
2,000
2,100
2,500
2,700
2,740
3,050
3,650
3,500
3,550
3,700
4,200
4,540
4,050
4,550
5,100
5,000

2,500
3,100
3,100
3,400
3,800
4,050
4,200
4,600
5,000
5,200
5,500
5,600
5,900
6,100
6,100
6,400
6,800
6,900

2,937
7,167
7,167

2,937
3,167
3,167

7,407
7,507
7,609
7,749
7,909
7,949
8,193
8,429
8,429
8,429
8,429
8,724
8,724
8,724
8,909

1,778
2,083
2,254
2,354
2,754
2,955
2,995
3,305
3,905
3,755
3,887
3,955
4,455
4,796
4,359
4,806
5,356
5,256

1,778
2,083
2,254
2,354
2,754
2,955
2,995
3,305
3,905
3,755
3,805
3,955
4,455
4,796
4,306
4,806
5,356
5,256

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
タンク寸法 防油提

外形寸法
危険物

取扱者免許※3
内径 高さ

敷地内距離［ B ］

灯油・軽油 重油

直径［ A ］
（保有空地を含んだ占有エリア）

灯油・軽油巾 ＝ 奥行 重油
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屋外タンク貯蔵所施設設置のポイント 12

消防標識・危険物取扱表示関連看板・ステッカー 13

危険物の数量指定 14

少量危険物タンクのポイント 14

株式会社ヒイラギ会社概要・沿革 15

地上式
980ℓ～30,000ℓ

地下式
980～100,000ℓ

地下式　公共建築設備仕様
4,000～30,000ℓ05 06 07

HSOTシリーズ

灯油・軽油・A重油
980ℓ～1,980ℓ

小型タイプ
95ℓ～195ℓ

各種容量
ラインナップ
98ℓ～980ℓ

省スペース
95ℓ～351.1ℓ

公共建築
設備仕様
100～950ℓ

流出防止措置機能付 ポンプ制御、満減警報付

灯油・軽油・A重油
980ℓ～1,980ℓ08 09

10

11

KTYシリーズ

TB・Tシリーズ ＳＴＢ・ＳＴシリーズ ＲＴシリーズ ＨＴＯＳＢ・ＨＴＯＳシリーズ

PUシリーズ B-3シリーズ

KTシリーズ

HMTOシリーズ HTOSFシリーズ

大型オイルタンク

小型オイルタンク

周 辺 設 備



A B
保有空地を含んだ
占有エリアの直径 敷地内距離

防油堤

敷地境界線

保安物件

保有空地
3m以上

保安
距離

4m
以上
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※3　本タンクが少量危険物タンクとなる場合は、該当しません。
※ 参考図として取扱下さい。別に強度等検討願います。

HSOTシリーズ

寸法表 単位：mm

屋外タンク

●　大容量なので燃料コスト低減
●　イニシャルコスト・ランニングコストに貢献※1

●　屋内タンクとしても使用できます※2

HSOT-1
HSOT-1.8
HSOT-2
HSOT-3
HSOT-4
HSOT-5
HSOT-6
HSOT-8
HSOT-10
HSOT-12
HSOT-15
HSOT-16
HSOT-18
HSOT-20
HSOT-22
HSOT-25
HSOT-28
HSOT-30

980
1,800
1,980
3,000
4,000
5,000
6,000
8,000
9,800
12,000
15,000
16,000
18,000
19,800
22,000
25,000
28,000
30,000

930
1,160
1,160
1,400
1,500
1,600
1,740
1,900
1,940
2,184
2,420
2,420
2,420
2,420
2,715
2,715
2,715
2,900

1,524
1,829
2,000
2,100
2,500
2,700
2,740
3,050
3,650
3,500
3,550
3,700
4,200
4,540
4,050
4,550
5,100
5,000

2,500
3,100
3,100
3,400
3,800
4,050
4,200
4,600
5,000
5,200
5,500
5,600
5,900
6,100
6,100
6,400
6,800
6,900

2,937
7,167
7,167

2,937
3,167
3,167

7,407
7,507
7,609
7,749
7,909
7,949
8,193
8,429
8,429
8,429
8,429
8,724
8,724
8,724
8,909

1,778
2,083
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2,354
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2,995
3,305
3,905
3,755
3,887
3,955
4,455
4,796
4,359
4,806
5,356
5,256

1,778
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2,754
2,955
2,995
3,305
3,905
3,755
3,805
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4,455
4,796
4,306
4,806
5,356
5,256

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
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外形寸法
危険物

取扱者免許※3
内径 高さ

敷地内距離［ B ］

灯油・軽油 重油

直径［ A ］
（保有空地を含んだ占有エリア）

灯油・軽油巾 ＝ 奥行 重油
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株式会社ヒイラギ会社概要・沿革 15

地上式
980ℓ～30,000ℓ

地下式
980～100,000ℓ

地下式　公共建築設備仕様
4,000～30,000ℓ05 06 07

HSOTシリーズ

灯油・軽油・A重油
980ℓ～1,980ℓ

小型タイプ
95ℓ～195ℓ

各種容量
ラインナップ
98ℓ～980ℓ

省スペース
95ℓ～351.1ℓ

公共建築
設備仕様
100～950ℓ

流出防止措置機能付 ポンプ制御、満減警報付
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980ℓ～1,980ℓ08 09

10

11
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PUシリーズ B-3シリーズ

KTシリーズ

HMTOシリーズ HTOSFシリーズ

大型オイルタンク

小型オイルタンク

周 辺 設 備



HTOSFシリーズHMTOシリーズ

寸法表 単位：mm

地下タンク

ＨＴＯＳＦ （公共建築設備仕様） シリーズ
二重殻構造　内殻：スチール・外殻：ＦＲＰ

●　大容量なので燃料コスト低減
●　耐震性に優れている
●　周囲空地不要
●　地下埋設型なので美観を損なわない

二重殻構造　内殻：スチール・外殻：ＦＲＰ

●　大容量なので燃料コスト低減
●　耐震性に優れている
●　周囲空地不要
●　地下埋設型なので美観を損なわない

上空からの地下タンク 上空からの地下タンク

寸法表 単位：mm

HMTO-1
HMTO-1.5
HMTO-2
HMTO-3
HMTO-4
HMTO-5
HMTO-6
HMTO-7
HMTO-8
HMTO-10
HMTO-12
HMTO-13
HMTO-15
HMTO-18
HMTO-20
HMTO-25
HMTO-30
HMTO-40
HMTO-50
HMTO-60
HMTO-70
HMTO-80
HMTO-90
HMTO-100

980
1,500
1,980
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,800
12,000
13,000
15,000
18,000
20,000
25,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000
100,000

750
850
950
1,200
1,300
1,300
1,400
1,500
1,500
1,600
1,800
1,800
1,800
1,900
2,100
2,000
2,200
2,400
2,700
2,900
3,100
3,100
3,100
3,200

2,571
3,062
3,245
3,118
3,406
4,206
4,346
4,434
5,034
5,522
5,250
5,700
6,500
7,010
6,691
8,748
8,726
10,155
10,020
10,356
10,432
11,958
13,484
14,114

1,600
1,700
1,800
2,550
2,100
2,150
2,250
2,400
2,400
2,500
2,700
2,700
2,700
2,800
3,000
2,900
3,100
3,600
4,200
4,200
4,400
4,400
4,410
4,500

3,300
3,800
4,000
3,850
4,200
5,000
5,250
5,300
5,900
6,550
6,200
6,600
7,400
7,950
7,500
9,650
9,700
11,200
11,000
11,400
11,400
13,000
14,000
15,200

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
タンク寸法 危険物

取扱者免許※1法定定期点検
 内径 全長

直接埋設方式
コンクリート床部寸法
巾 奥行

HTOSF-4
HTOSF-5
HTOSF-6
HTOSF-7
HTOSF-8
HTOSF-10
HTOSF-12
HTOSF-13
HTOSF-15
HTOSF-18
HTOSF-20
HTOSF-25
HTOSF-30

4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
10,000
12,000
13,000
15,000
18,000
20,000
25,000
30,000

1,300
1,300
1,400
1,500
1,500
1,600
1,800
1,800
1,800
1,900
1,900
2,000
2,200

3,406
4,206
4,346
4,434
5,034
5,542
5,270
5,720
6,520
7,010
7,760
8,748
8,726

2,150
2,150
2,250
2,400
2,400
2,500
2,700
2,700
2,700
2,800
2,800
2,900
3,100

4,200
5,000
5,250
5,300
5,900
6,550
6,200
6,600
7,400
7,950
8,650
9,650
9,700

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
タンク寸法 危険物

取扱者免許※1法定定期点検
 内径 全長

直接埋設方式
コンクリート床部寸法
巾 奥行

上空からの地下タンク

06　　HIIRAGI  TANK 2018.05 HIIRAGI  TANK 2018.05　　07

＊1　本タンクが少量危険物タンクとなる場合は、該当しません。
＊2　参考図として取扱下さい。別に強度等検討願います。



HTOSFシリーズHMTOシリーズ

寸法表 単位：mm

地下タンク

ＨＴＯＳＦ （公共建築設備仕様） シリーズ
二重殻構造　内殻：スチール・外殻：ＦＲＰ

●　大容量なので燃料コスト低減
●　耐震性に優れている
●　周囲空地不要
●　地下埋設型なので美観を損なわない

二重殻構造　内殻：スチール・外殻：ＦＲＰ

●　大容量なので燃料コスト低減
●　耐震性に優れている
●　周囲空地不要
●　地下埋設型なので美観を損なわない

上空からの地下タンク 上空からの地下タンク

寸法表 単位：mm

HMTO-1
HMTO-1.5
HMTO-2
HMTO-3
HMTO-4
HMTO-5
HMTO-6
HMTO-7
HMTO-8
HMTO-10
HMTO-12
HMTO-13
HMTO-15
HMTO-18
HMTO-20
HMTO-25
HMTO-30
HMTO-40
HMTO-50
HMTO-60
HMTO-70
HMTO-80
HMTO-90
HMTO-100

980
1,500
1,980
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,800
12,000
13,000
15,000
18,000
20,000
25,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000
100,000

750
850
950
1,200
1,300
1,300
1,400
1,500
1,500
1,600
1,800
1,800
1,800
1,900
2,100
2,000
2,200
2,400
2,700
2,900
3,100
3,100
3,100
3,200

2,571
3,062
3,245
3,118
3,406
4,206
4,346
4,434
5,034
5,522
5,250
5,700
6,500
7,010
6,691
8,748
8,726
10,155
10,020
10,356
10,432
11,958
13,484
14,114

1,600
1,700
1,800
2,550
2,100
2,150
2,250
2,400
2,400
2,500
2,700
2,700
2,700
2,800
3,000
2,900
3,100
3,600
4,200
4,200
4,400
4,400
4,410
4,500

3,300
3,800
4,000
3,850
4,200
5,000
5,250
5,300
5,900
6,550
6,200
6,600
7,400
7,950
7,500
9,650
9,700
11,200
11,000
11,400
11,400
13,000
14,000
15,200

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
タンク寸法 危険物

取扱者免許※1法定定期点検
 内径 全長

直接埋設方式
コンクリート床部寸法
巾 奥行

HTOSF-4
HTOSF-5
HTOSF-6
HTOSF-7
HTOSF-8
HTOSF-10
HTOSF-12
HTOSF-13
HTOSF-15
HTOSF-18
HTOSF-20
HTOSF-25
HTOSF-30

4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
10,000
12,000
13,000
15,000
18,000
20,000
25,000
30,000

1,300
1,300
1,400
1,500
1,500
1,600
1,800
1,800
1,800
1,900
1,900
2,000
2,200

3,406
4,206
4,346
4,434
5,034
5,542
5,270
5,720
6,520
7,010
7,760
8,748
8,726

2,150
2,150
2,250
2,400
2,400
2,500
2,700
2,700
2,700
2,800
2,800
2,900
3,100

4,200
5,000
5,250
5,300
5,900
6,550
6,200
6,600
7,400
7,950
8,650
9,650
9,700

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ
タンク寸法 危険物

取扱者免許※1法定定期点検
 内径 全長

直接埋設方式
コンクリート床部寸法
巾 奥行

上空からの地下タンク

06　　HIIRAGI  TANK 2018.05 HIIRAGI  TANK 2018.05　　07

＊1　本タンクが少量危険物タンクとなる場合は、該当しません。
＊2　参考図として取扱下さい。別に強度等検討願います。



KTシリーズＫＴYシリーズ
キュービクル式オイルタンクユニット オイルタンクユニット

●　少量危険物タンク対応
●　防油提・タメマス付き
 （ＫＴＡ・KTOのみ） 

●　現地でのユニット組立不要※

※ 付属品の看板・消火器等を現地で御取り付け下さい。

●　少量危険物タンク対応、発電機、　
　　燃料タンクに最適
●　防油提・タメマス・強制換気設備内蔵
●　周囲空地不要
●　現地でのユニット組立不要※

※ 付属品の看板・消火器等を現地で御取り付け下さい。

寸法表 単位：mm

強制換気設備：回転式ベンチレーター、吸気フード・FD付

08　　HIIRAGI  TANK 2018.05 HIIRAGI  TANK 2018.05　　09

寸法表 単位：mm

KTA-98
KTA-198
TA-98
TA-198
KTO-98
KTO-98T
KTO-185
KTO-185T
TO-98
TO-98T
TO-185
TO-185T

980
1,980

980
1,980

980
980

1,850
1,850

980
980

1,850
1,850

灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
重油他　第三石油類

1,500
1,600

500
600

1,940
1,940
2,170
2,170

930
930

1,160
1,160

2,410
3,000
1,410
2,000
1,940
1,940
2,170
2,170

930
930

1,160
1,160

1,850
2,145
1,700
1,995
2,240
2,240
2,645
2,645
2,162
2,162
2,567
2,567

○
○

○
○
○
○

型式 容量 ℓ 貯蔵液種 防油提外形寸法

巾 奥行 高さ

※ ＫＴＡ・KTOは防油提を含めた概算寸法、ＴＡ・TOはタンクの概算寸法

KTO多缶装置KTA多缶装置

回転式ベンチレーター

給油中の可燃性ガスについて
給油中に発生する可燃性ガスは低い位置に滞留し大変危険です！
弊社製の油庫（KTYシリーズ）には強制換気設備が

標準装備です。

KTAシリーズ

KTOシリーズ

吸気フード

強制換気設備のイメージ

吸気

排気

可燃性ガス

型式 容量 ℓ 貯蔵液種 防油提外形寸法 mm

巾 奥行 高さ

KTY-98

KTY-150

KTY-198

980

1,500

1,980

灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類

重油他　第三石油類

重油他　第三石油類

1,700

1,900

2,100

2,500

2,800

2,890

2,515

2,515

2,515

●

●

●



KTシリーズＫＴYシリーズ
キュービクル式オイルタンクユニット オイルタンクユニット

●　少量危険物タンク対応
●　防油提・タメマス付き
 （ＫＴＡ・KTOのみ） 

●　現地でのユニット組立不要※

※ 付属品の看板・消火器等を現地で御取り付け下さい。

●　少量危険物タンク対応、発電機、　
　　燃料タンクに最適
●　防油提・タメマス・強制換気設備内蔵
●　周囲空地不要
●　現地でのユニット組立不要※

※ 付属品の看板・消火器等を現地で御取り付け下さい。

寸法表 単位：mm

強制換気設備：回転式ベンチレーター、吸気フード・FD付
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寸法表 単位：mm

KTA-98
KTA-198
TA-98
TA-198
KTO-98
KTO-98T
KTO-185
KTO-185T
TO-98
TO-98T
TO-185
TO-185T

980
1,980

980
1,980

980
980

1,850
1,850

980
980

1,850
1,850

灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
重油他　第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類
重油他　第三石油類
重油他　第三石油類

1,500
1,600

500
600

1,940
1,940
2,170
2,170

930
930

1,160
1,160

2,410
3,000
1,410
2,000
1,940
1,940
2,170
2,170

930
930

1,160
1,160

1,850
2,145
1,700
1,995
2,240
2,240
2,645
2,645
2,162
2,162
2,567
2,567

○
○

○
○
○
○

型式 容量 ℓ 貯蔵液種 防油提外形寸法

巾 奥行 高さ

※ ＫＴＡ・KTOは防油提を含めた概算寸法、ＴＡ・TOはタンクの概算寸法

KTO多缶装置KTA多缶装置

回転式ベンチレーター

給油中の可燃性ガスについて
給油中に発生する可燃性ガスは低い位置に滞留し大変危険です！
弊社製の油庫（KTYシリーズ）には強制換気設備が

標準装備です。

KTAシリーズ

KTOシリーズ

吸気フード

強制換気設備のイメージ

吸気

排気

可燃性ガス

型式 容量 ℓ 貯蔵液種 防油提外形寸法 mm

巾 奥行 高さ

KTY-98

KTY-150

KTY-198

980

1,500

1,980

灯油・軽油・重油他 第二・第三石油類

重油他　第三石油類

重油他　第三石油類

1,700

1,900

2,100

2,500

2,800

2,890

2,515

2,515

2,515

●

●

●



TB・Tシリーズ
オイルサービスタンク 送油ユニット

ポンプ制御ユニット

PUシリーズ

Ｂ-３シリーズ

●　防油提（流出防止措置）機能付 
●　外装は全てステンレス仕様なので耐候性に優れている

●　リーズナブルタイプ

●　充実のラインナップ

●　充実のラインナップ

●　３面遮蔽板付でボイラーとの離隔距離短縮

●　燃料タンク制御に安心
●　即取付可能
●　現場配線のみで使用できます
●　検出部は防爆構造

TB-100
TB-200
T-100
T-200

95
195
95

195

1,100
1,100

450
450

1,100
1,100

450
450

1,387
1,800
1,309
1,723

○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

巾 奥行 高さ

PU-15PA0.2-A
PU-15PA0.2-B
PU-15PA0.2-C
PU-20PA0.4-A
PU-20PA0.4-B
PU-20PA0.4-C
PU-25PA0.75-A
PU-25PA0.75-B
PU-25PA0.75-C
PU-15PF0.4-A
PU-15PF0.4-B
PU-15PF0.4-C
PU-15PF0.75-A
PU-15PF0.75-B
PU-15PF0.75-C
PU-20PF0.75-A
PU-20PF0.75-B
PU-20PF0.75-C
PU-20PF1.5-A
PU-20PF1.5-B
PU-20PF1.5-C
PU-25PF1.5-A
PU-25PF1.5-B
PU-25PF1.5-C
PU-25PF2.2-A
PU-25PF2.2-B
PU-25PF2.2-C

屋内
屋外

屋内
屋外

屋内
屋外

灯油
軽油

特Ａ重油

Ａ重油

Ａ重油

０～３０℃

０～８０℃

０～８０℃

1～5㎟/S
（1～5sCt）

5～500㎟/S
（5～500sCt）

5～500㎟/S
（5～500sCt）

0.3MPa

0.4MPa

1.0MPa

0.4MPa

1.0MPa

0.6MPa

1.0MPa

0.75kw

1.5kw

1.5kw

2.2kw

31L/min

54L/min

10L/min

25L/min

45L/min

17L/min

6

4

4

0.2kw

0.4kw

0.75kw

0.4kw

0.75kw

型式 設置場所 吐出量  極数 出力

全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）

電動機部仕様 最高
吐出圧

取扱液
 液質 温度 粘度

0.2kw
0.4ｋｗ
0.75kw

0.2kw
0.4kw
0.75kw
1.5kw

▪電源
▪過負荷
▪電流計
▪満油

▪減油
▪手動・自動切替
▪警報ブザ－ 

▪電源
▪過負荷
▪電流計
▪満油
▪減油

▪手動・自動切替
▪警報ブザ－
▪ポンプ１号・２号
　切替 

ポンプＯＮ
ポンプＯＦＦ
満・減警報

ポンプＯＮ
ポンプＯＦＦ
満・減警報

W500×
H500×
D200

 W500×
H600×
D200

屋内
壁掛型

屋内
壁掛型

型式 負荷容量

３相
２００Ｖ

３相
２００Ｖ

電源 設置場所 寸法制御表示等

RT-100
RT-200
RT-400

95
195

351.1

500
500
607

600
900

1,207

1,850
1,950
1,939

○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ＳＴＢ・ＳＴシリーズ

STB-100
STB-150
STB-200
STB-300
STB-400
STB-500
STB-600
STB-800
STB-1000

98
150
198
300
398
500
600
800
980

1,100
1,100
1,100
1,200
1,200
1,300
1,400
1,500
1,700

1,100
1,100
1,100
1,200
1,200
1,300
1,400
1,500
1,700

1,438
1,728
1,402
1,402
1,707
1,707
1,707
2,012
2,012

○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ST-100
ST-150
ST-200
ST-300
ST-400
ST-500
ST-600
ST-800
ST-1000

98
150
198
300
398
500
600
800
980

450
450
490
600
600
680
730
750
830

450
450
490
600
600
680
730
750
830

1,359
1,649
1,323
1,323
1,628
1,628
1,628
1,933
1,933

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ＲＴシリーズ

ＨＴＯＳＢ・ＨＴＯＳシリーズ

HTOSB-100
HTOSB-150
HTOSB-190
HTOSB-300
HTOSB-500
HTOSB-950

100
150
190
300
500
950

1,100
1,200
1,200
1,300
1,500
1,650

1,100
1,200
1,200
1,300
1,500
1,650

2,300
2,350
2,385
2,541
2,498
2,741

○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

HTOS-100
HTOS-150
HTOS-190
HTOS-300
HTOS-500
HTOS-950

100
150
190
300
500
950

400
500
500
600
800

1,000

450
500
600
650
850

1,000

2,222
2,272
2,307
2,463
2,423
2,663

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ
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※ 占有寸法

※ 公共建築設備仕様は、HTOSとなります。HTOSBは同仕様に防油提を付属した商品となります。　※ HTOSBは防油提を含めた概算寸法、HTOSはタンク＋架台の概算寸法です。 ※屋外設置用も製作しております。　※サ－ビスタンク容量により検出部製作となります。

TB・Tシリーズ

STB・STシリーズ

Ｂ-３-１

Ｂ-３-２

※ STBは防油堤を含めた概算寸法、STはタンク＋架台概算寸法です

※ TBは防油堤を含めた概算寸法、Tはタンク＋架台概算寸法です

RTシリーズ

HTOSB・HTOSシリーズ

※色は全てステンレス色となります。



TB・Tシリーズ
オイルサービスタンク 送油ユニット

ポンプ制御ユニット

PUシリーズ

Ｂ-３シリーズ

●　防油提（流出防止措置）機能付 
●　外装は全てステンレス仕様なので耐候性に優れている

●　リーズナブルタイプ

●　充実のラインナップ

●　充実のラインナップ

●　３面遮蔽板付でボイラーとの離隔距離短縮

●　燃料タンク制御に安心
●　即取付可能
●　現場配線のみで使用できます
●　検出部は防爆構造

TB-100
TB-200
T-100
T-200

95
195
95

195

1,100
1,100

450
450

1,100
1,100

450
450

1,387
1,800
1,309
1,723

○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

巾 奥行 高さ

PU-15PA0.2-A
PU-15PA0.2-B
PU-15PA0.2-C
PU-20PA0.4-A
PU-20PA0.4-B
PU-20PA0.4-C
PU-25PA0.75-A
PU-25PA0.75-B
PU-25PA0.75-C
PU-15PF0.4-A
PU-15PF0.4-B
PU-15PF0.4-C
PU-15PF0.75-A
PU-15PF0.75-B
PU-15PF0.75-C
PU-20PF0.75-A
PU-20PF0.75-B
PU-20PF0.75-C
PU-20PF1.5-A
PU-20PF1.5-B
PU-20PF1.5-C
PU-25PF1.5-A
PU-25PF1.5-B
PU-25PF1.5-C
PU-25PF2.2-A
PU-25PF2.2-B
PU-25PF2.2-C

屋内
屋外

屋内
屋外

屋内
屋外

灯油
軽油

特Ａ重油

Ａ重油

Ａ重油

０～３０℃

０～８０℃

０～８０℃

1～5㎟/S
（1～5sCt）

5～500㎟/S
（5～500sCt）

5～500㎟/S
（5～500sCt）

0.3MPa

0.4MPa

1.0MPa

0.4MPa

1.0MPa

0.6MPa

1.0MPa

0.75kw

1.5kw

1.5kw

2.2kw

31L/min

54L/min

10L/min

25L/min

45L/min

17L/min

6

4

4

0.2kw

0.4kw

0.75kw

0.4kw

0.75kw

型式 設置場所 吐出量  極数 出力

全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）
全閉防まつ
全閉防まつ（屋外）
安全増防爆形（屋内）

電動機部仕様 最高
吐出圧

取扱液
 液質 温度 粘度

0.2kw
0.4ｋｗ
0.75kw

0.2kw
0.4kw
0.75kw
1.5kw

▪電源
▪過負荷
▪電流計
▪満油

▪減油
▪手動・自動切替
▪警報ブザ－ 

▪電源
▪過負荷
▪電流計
▪満油
▪減油

▪手動・自動切替
▪警報ブザ－
▪ポンプ１号・２号
　切替 

ポンプＯＮ
ポンプＯＦＦ
満・減警報

ポンプＯＮ
ポンプＯＦＦ
満・減警報

W500×
H500×
D200

 W500×
H600×
D200

屋内
壁掛型

屋内
壁掛型

型式 負荷容量

３相
２００Ｖ

３相
２００Ｖ

電源 設置場所 寸法制御表示等

RT-100
RT-200
RT-400

95
195

351.1

500
500
607

600
900

1,207

1,850
1,950
1,939

○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ＳＴＢ・ＳＴシリーズ

STB-100
STB-150
STB-200
STB-300
STB-400
STB-500
STB-600
STB-800
STB-1000

98
150
198
300
398
500
600
800
980

1,100
1,100
1,100
1,200
1,200
1,300
1,400
1,500
1,700

1,100
1,100
1,100
1,200
1,200
1,300
1,400
1,500
1,700

1,438
1,728
1,402
1,402
1,707
1,707
1,707
2,012
2,012

○
○
○
○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ST-100
ST-150
ST-200
ST-300
ST-400
ST-500
ST-600
ST-800
ST-1000

98
150
198
300
398
500
600
800
980

450
450
490
600
600
680
730
750
830

450
450
490
600
600
680
730
750
830

1,359
1,649
1,323
1,323
1,628
1,628
1,628
1,933
1,933

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

ＲＴシリーズ

ＨＴＯＳＢ・ＨＴＯＳシリーズ

HTOSB-100
HTOSB-150
HTOSB-190
HTOSB-300
HTOSB-500
HTOSB-950

100
150
190
300
500
950

1,100
1,200
1,200
1,300
1,500
1,650

1,100
1,200
1,200
1,300
1,500
1,650

2,300
2,350
2,385
2,541
2,498
2,741

○
○
○
○
○
○

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ

HTOS-100
HTOS-150
HTOS-190
HTOS-300
HTOS-500
HTOS-950

100
150
190
300
500
950

400
500
500
600
800

1,000

450
500
600
650
850

1,000

2,222
2,272
2,307
2,463
2,423
2,663

型式 容量 ℓ 防油提
外形寸法 ㎜

 巾 奥行 高さ
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※ 占有寸法

※ 公共建築設備仕様は、HTOSとなります。HTOSBは同仕様に防油提を付属した商品となります。　※ HTOSBは防油提を含めた概算寸法、HTOSはタンク＋架台の概算寸法です。 ※屋外設置用も製作しております。　※サ－ビスタンク容量により検出部製作となります。

TB・Tシリーズ

STB・STシリーズ

Ｂ-３-１

Ｂ-３-２

※ STBは防油堤を含めた概算寸法、STはタンク＋架台概算寸法です

※ TBは防油堤を含めた概算寸法、Tはタンク＋架台概算寸法です

RTシリーズ

HTOSB・HTOSシリーズ

※色は全てステンレス色となります。



屋外タンク貯蔵所施設設置のポイント
消防法で定める危険物第４類を指定数量以上５００㎘未満の屋外貯蔵タンクで貯蔵する設置基準

保安距離

敷地内距離

保有空地

消火設備

タンク底部外面防食

避雷設備

防油提

ポンプ設備

関係法令

危政令第11条第1項、第9条第1項
タンク外面から下記保安物件外側相互間の水平距離
　特別高圧架空電線7,000V超35,000V以下　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　3m以上
　特別高圧架空電線35,000V超・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5m以上
　同一敷地外にある住居　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10m以上
　高圧ガス、液化石油ガスの施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20m以上
　学校、病院、劇場その他多数の人を収容する施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30m以上
　重要文化財、重要有形民俗文化財、史跡、重要美術品等の建造物 ・・・・・・・・・・・・・・・ 50m以上

危政令第11条第1項
タンク外面から敷地境界線相互間の水平距離

危政令第11条第1項
タンクの外面から周囲水平距離に確保する空地（但し本タンクに準ずる工作物等は除く）
　指定数量の倍数が500以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3m以上
　指定数量の倍数が500を超え1,000以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5m以上

危規則第33条

危政令第11条第1項、危規則第21条の2
底板が地盤面に接する場合は、底板の外面の腐食を防止するための措置を講ずる。
　1．タンク底板の下にアスファルトサンド等の防食材料を敷く
　2．タンク底板に電気防食措置を講ずる
　3．その他同等以上の防食措置

危政令第11条第1項、JIS A 4201-2003
指定数量の倍数が10以上の場合必要、但し自己所有の避雷設備の保護範囲内にある場合を除く
タンクを受雷部システムとして利用することができる。

危政令第11条第1項、危規則第22条

危政令第11条第1項
タンク指定数量の倍数が10以上のポンプは3m以上の保有空地が必要。
但し防火上有効な隔壁を設けた場合除く。
ポンプ室以外のポンプ設備は、周囲0.15m以上の囲い又は側溝、貯留設備を設ける。
非水溶性危険物の場合は、油水分離槽を設ける。

危政令：危険物の規制に関する政令
危規則：危険物の規制に関する規則

貯蔵液の引火点

距離（大なる方）

21℃未満

 直径×1.8又は高さ

70℃以上

直径又は高さ

21℃以上70℃未満

直径×1.6又は高さ

著しく消火困難 液表面積40㎡以上
又は高さ6m以上

引火点が70℃以上

その他のもの

第4種及び第5種の消火設備を1個以上

第3種の水噴霧消火設備
又は固定式の泡消火設備

第３種の固定式の泡消火設備

消火困難 上記以外

高さ 0.5m以上

面積 80,000㎡以下

構内道路 直接面すること

タンクとの距離 タンクの直径が15m未満の場合は、タンクの高さの1/3以上

構造 鉄筋コンクリート又は土で造る。危険物のもれない構造

水抜き口 開閉する弁等を防油提の外部に設ける

階段 高さ１ｍを超える防油提には、おおむね30mごとに必要

伸縮目地
防油提の隅角から壁高（躯体天端からフーチング上面までの高さをいう。）のおお
むね3～4倍の長さ離れた位置及びおおむね20m以内ごとに伸縮目地を設けるも
のとし、目地部分には、銅等の金属材料の止液板を設けること。消防危第162号

タンク実容量の110%以上
2以上のタンクの場合は、防油提内最大タンク実容量の110%以上

容量

消防標識・危険物取扱表示関連看板・ステッカーも取り扱っております。

少量危険物（貯蔵所・取扱所）用 屋内タンク貯蔵所用 屋外タンク貯蔵所用

A-1 / B-1 A-7 / B-7 A-8 / B-8

地下タンク貯蔵所用

A-1 / B-1 A-9 / B-9 A-10 / B-10

一般取扱所用

※全て基本形です。

サ イ ズ 600㎜ × 300㎜ タテ型

材　　質 Aシリーズ：鋼板製メラミン 
 Bシリーズ：反射ステッカー

断面形状 Aシリーズ：明治山
 Bシリーズ：シート状
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危険物の数量指定

少量危険物タンクのポイント

性質種別 危険物に該当するもの品　名 指　定　数　量

ジエチルエーテル、ニ硫化
炭素のほか、１気圧におい
て発火点が100℃以下のも
の又は引火点が-20℃以下
で沸点が40℃以下のもの

アセトン、ガソリンのほか、
1気圧において引火点が21℃未満のもの

１分子を構成する炭素の原子数が1個から3個までの飽和1
価アルコール（変性アルコールを含む）で、次のものを除く
●上記のアルコールの含有量が60％未満の水溶液
●可燃性液体量が60％未満であって、引火点及び燃焼
点※3がエチルアルコールの60％水溶液の引火点及び
燃焼点を超えるもの

灯油、軽油のほか、1気圧において引火点が21℃以上
70℃未満のもので、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下であって、引火点が40℃以
上、燃焼点が60℃以上のもの

重油、クレオソート油のほか、１気圧において引火点が
70℃以上200℃未満のものをいい、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下のもの

ギヤー油、シリンダー油のほか、1気圧において引火点
が200℃以上のものをいい、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下のもの 

動物の脂肉等又は植物の種子若しくは果肉から抽出した
油で、次により貯蔵保管されているものを除く 

●危規則第１条の３第７項に基づきタンク、容器で貯蔵保
管されているもの 

引火性液体（第3石油類、
第4石油類及び動植物油
類にあっては、1気圧にお
いて、温度20℃で液状で
ある液体に限る）

引火点は、危政令第1条
の6並びに危険物の試験
及び性状に関する省令で
定める試験により測定され
たものをいう。以下同じ

第
4
類

1．特殊引火物

2．第1石油類

3．アルコール類

4．第2石油類
非水溶性液体※1

水溶性液体※2

非水溶性液体※1

水溶性液体※2

非水溶性液体※1

水溶性液体※2
5．第3石油類

6．第4石油類

7．動植物油類

50ℓ

200ℓ

400ℓ

400ℓ

1,000ℓ

2,000ℓ

2,000ℓ

4,000ℓ

6,000ℓ

10,000ℓ
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※1：水溶性液体以外のもの。　※2：1気圧において、20℃で同容量の純水と緩やかにかき混ぜた場合に、流動がおさまった後も当該混合液が均一な外観を維持するもの。　※3：タグ開放式引火点測定器による燃焼点をいう。

少量危険物について
消防法による危険物は、指定数量を基準としてその倍数により各種基準が定
められています。

燃料として主に使用される油の指定数量の例

少量危険物は、指定数量の１／５から指定数量未満迄のことを言います（消防
法施行令第10条第1項第4号）。また、指定数量以上の危険物は、消防法、省令、
政令によって規制されます(消防法第10条）。一方、少量危険物は各市町村
条例によって規制されます（消防法第９条の4第2項）。つまり、指定数量以
上の危険物は少量危険物より危険度が高くなる為、政令等により細かな基準
が定められています。

少量危険物タンクについて
各市町村条例（火災予防条例等）により、各地で規制内容が若干異なりますが、
安全性等を考慮し下記内容を遵守して下さい。
１．設置場所管轄の消防署へ事前協議（内容相談）を行った上、計画を進め、
事前に届出を行って下さい。

２．タンク本体から周囲への空地は、タンク本体外面から周囲へ水平距離１ｍタンク
室内にタンクが設置されている場合は、タンク室外面から周囲への空地は不要

３．防油提の設置　防油提の容積はタンク全量（１１０％以上を推奨）
４．防油提内に貯留設備（タメマス）を設けて下さい。
５．配管工事後、塗装前に、配管漏洩検査を実施して下さい。
（例：ガス加圧　常用圧力の１．５倍の圧力にて、石鹸水による目視確認等）

第二石油類 非水溶性液体（灯油・軽油等） 1,000ℓ

第三石油類 非水溶性液体(重油等） 2,000ℓ

第四石油類 （潤滑油等） 6,000ℓ

動植物油類  10,000ℓ

品　名 指定数量

第二石油類
非水溶性

（灯油・軽油等）

第三石油類
非水溶性
(重油等）

第四石油類
（潤滑油等） 動植物油類

200ℓ 以上
400ℓ 未満

400ℓ 以上
1,000ℓ 未満

1,000ℓ 以上
1,200ℓ 未満

1,200ℓ 以上
2,000ℓ 未満

2,000ℓ 以上
6,000ℓ 未満

6,000ℓ 以上
10,000ℓ 未満

10,000ℓ 以上
政令規制

条例規制

低

高

危
険
度

会社概要

会社沿革

商　　　号 株式会社 ヒイラギ

代　表　者 代表取締役　柊山 浩幸

所　在　地 埼玉県春日部市大枝761番地1
 TEL 048－738－2300　FAX 048－738－2301

工　　　場  千葉県・秋田県

創　　　立  昭和44年12月

取 引 銀 行 栃木銀行松伏支店、武蔵野銀行松伏支店、三井住友銀行越谷支店
 埼玉りそな銀行越谷支店 

建設業登録 管工事業・鋼構造物工事業

 埼玉県知事許可（般-55）第28451号

業 者 登 録 地下タンク定期点検事業所認定　地第11009号

所 属 団 体 財団法人 全国危険物安全協会

 昭和44年12月 危険物設備設計事務所 設立

  設計業を主体として越谷市宮本町にて独立

 昭和49年05月 有限会社　危険物設備設計事務所として法人化

 昭和51年11月 設計業と伴に小規模石油化学プラントの設備工事、並びに危険物貯蔵タンク等の製作、
  販売と業務の拡大を期に‘有限会社　ヒイラギ’と社名変更

 昭和55年05月 本社を越谷市越谷に移転、同年１０月より危険物タンク等のタンク部品の製造販売
  並びにフロートスイッチ商品名Ｈ型の開発、
  防爆型ＲＡＣ－４型フロートスイッチポンプ制御盤等の開発製造販売

 昭和57年02月 ボイラ用補助燃料タンクの現場工事省力化に「オイルＳＴユニット」
  商品名 ＨＯＴ-１００型・ＨＯＴ-２００型の２機種を製造販売

 平成01年04月 ボイラ用燃料貯蔵タンク｢簡易式燃料貯蔵タンク｣商品名 ＫＴＯ・ＫＴＵの製造販売

 平成05年01月 本社及び越谷倉庫を合併、埼玉県北葛飾郡松伏町に移転

 平成10年05月 ボイラ用燃料タンク｢オイルレギュレーションタンク｣商品名 ＲＴの製造販売

 平成13年08月 株式会社ヒイラギに組織変更

 平成19年02月 本社を春日部市に移転



危険物の数量指定

少量危険物タンクのポイント

性質種別 危険物に該当するもの品　名 指　定　数　量

ジエチルエーテル、ニ硫化
炭素のほか、１気圧におい
て発火点が100℃以下のも
の又は引火点が-20℃以下
で沸点が40℃以下のもの

アセトン、ガソリンのほか、
1気圧において引火点が21℃未満のもの

１分子を構成する炭素の原子数が1個から3個までの飽和1
価アルコール（変性アルコールを含む）で、次のものを除く
●上記のアルコールの含有量が60％未満の水溶液
●可燃性液体量が60％未満であって、引火点及び燃焼
点※3がエチルアルコールの60％水溶液の引火点及び
燃焼点を超えるもの

灯油、軽油のほか、1気圧において引火点が21℃以上
70℃未満のもので、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下であって、引火点が40℃以
上、燃焼点が60℃以上のもの

重油、クレオソート油のほか、１気圧において引火点が
70℃以上200℃未満のものをいい、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下のもの

ギヤー油、シリンダー油のほか、1気圧において引火点
が200℃以上のものをいい、次のものを除く
●可燃性液体量が40％以下のもの 

動物の脂肉等又は植物の種子若しくは果肉から抽出した
油で、次により貯蔵保管されているものを除く 

●危規則第１条の３第７項に基づきタンク、容器で貯蔵保
管されているもの 

引火性液体（第3石油類、
第4石油類及び動植物油
類にあっては、1気圧にお
いて、温度20℃で液状で
ある液体に限る）

引火点は、危政令第1条
の6並びに危険物の試験
及び性状に関する省令で
定める試験により測定され
たものをいう。以下同じ

第
4
類

1．特殊引火物

2．第1石油類

3．アルコール類

4．第2石油類
非水溶性液体※1

水溶性液体※2

非水溶性液体※1

水溶性液体※2

非水溶性液体※1

水溶性液体※2
5．第3石油類

6．第4石油類

7．動植物油類

50ℓ

200ℓ

400ℓ

400ℓ

1,000ℓ

2,000ℓ

2,000ℓ

4,000ℓ

6,000ℓ

10,000ℓ
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※1：水溶性液体以外のもの。　※2：1気圧において、20℃で同容量の純水と緩やかにかき混ぜた場合に、流動がおさまった後も当該混合液が均一な外観を維持するもの。　※3：タグ開放式引火点測定器による燃焼点をいう。

少量危険物について
消防法による危険物は、指定数量を基準としてその倍数により各種基準が定
められています。

燃料として主に使用される油の指定数量の例

少量危険物は、指定数量の１／５から指定数量未満迄のことを言います（消防
法施行令第10条第1項第4号）。また、指定数量以上の危険物は、消防法、省令、
政令によって規制されます(消防法第10条）。一方、少量危険物は各市町村
条例によって規制されます（消防法第９条の4第2項）。つまり、指定数量以
上の危険物は少量危険物より危険度が高くなる為、政令等により細かな基準
が定められています。

少量危険物タンクについて
各市町村条例（火災予防条例等）により、各地で規制内容が若干異なりますが、
安全性等を考慮し下記内容を遵守して下さい。
１．設置場所管轄の消防署へ事前協議（内容相談）を行った上、計画を進め、
事前に届出を行って下さい。

２．タンク本体から周囲への空地は、タンク本体外面から周囲へ水平距離１ｍタンク
室内にタンクが設置されている場合は、タンク室外面から周囲への空地は不要

３．防油提の設置　防油提の容積はタンク全量（１１０％以上を推奨）
４．防油提内に貯留設備（タメマス）を設けて下さい。
５．配管工事後、塗装前に、配管漏洩検査を実施して下さい。
（例：ガス加圧　常用圧力の１．５倍の圧力にて、石鹸水による目視確認等）

第二石油類 非水溶性液体（灯油・軽油等） 1,000ℓ

第三石油類 非水溶性液体(重油等） 2,000ℓ

第四石油類 （潤滑油等） 6,000ℓ

動植物油類  10,000ℓ

品　名 指定数量

第二石油類
非水溶性

（灯油・軽油等）

第三石油類
非水溶性
(重油等）

第四石油類
（潤滑油等） 動植物油類

200ℓ 以上
400ℓ 未満

400ℓ 以上
1,000ℓ 未満

1,000ℓ 以上
1,200ℓ 未満

1,200ℓ 以上
2,000ℓ 未満

2,000ℓ 以上
6,000ℓ 未満

6,000ℓ 以上
10,000ℓ 未満

10,000ℓ 以上
政令規制

条例規制

低

高

危
険
度

会社概要

会社沿革

商　　　号 株式会社 ヒイラギ

代　表　者 代表取締役　柊山 浩幸

所　在　地 埼玉県春日部市大枝761番地1
 TEL 048－738－2300　FAX 048－738－2301

工　　　場  千葉県・秋田県

創　　　立  昭和44年12月

取 引 銀 行 栃木銀行松伏支店、武蔵野銀行松伏支店、三井住友銀行越谷支店
 埼玉りそな銀行越谷支店 

建設業登録 管工事業・鋼構造物工事業

 埼玉県知事許可（般-55）第28451号

業 者 登 録 地下タンク定期点検事業所認定　地第11009号

所 属 団 体 財団法人 全国危険物安全協会

 昭和44年12月 危険物設備設計事務所 設立

  設計業を主体として越谷市宮本町にて独立

 昭和49年05月 有限会社　危険物設備設計事務所として法人化

 昭和51年11月 設計業と伴に小規模石油化学プラントの設備工事、並びに危険物貯蔵タンク等の製作、
  販売と業務の拡大を期に‘有限会社　ヒイラギ’と社名変更

 昭和55年05月 本社を越谷市越谷に移転、同年１０月より危険物タンク等のタンク部品の製造販売
  並びにフロートスイッチ商品名Ｈ型の開発、
  防爆型ＲＡＣ－４型フロートスイッチポンプ制御盤等の開発製造販売

 昭和57年02月 ボイラ用補助燃料タンクの現場工事省力化に「オイルＳＴユニット」
  商品名 ＨＯＴ-１００型・ＨＯＴ-２００型の２機種を製造販売

 平成01年04月 ボイラ用燃料貯蔵タンク｢簡易式燃料貯蔵タンク｣商品名 ＫＴＯ・ＫＴＵの製造販売

 平成05年01月 本社及び越谷倉庫を合併、埼玉県北葛飾郡松伏町に移転

 平成10年05月 ボイラ用燃料タンク｢オイルレギュレーションタンク｣商品名 ＲＴの製造販売

 平成13年08月 株式会社ヒイラギに組織変更

 平成19年02月 本社を春日部市に移転
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